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平成２９年度　第５回全体庁議（８月１０日開催）

（４）第五期帯広市障害福祉計画及び第一期帯広市障害児福祉計画

　　　の策定に向けたアンケート調査結果（速報値）について

　　　[保健福祉部・こども未来部]

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　平成30年度から平成32年度までを計画期間とする第五期帯広市障害福祉計画及び第一期帯広市障害児福祉計画の策定にあ

たり、基礎的な資料とするため、障害者等のサービスの利用状況、生活の状況、今後の生活の考え方、障害児を対象とした療育

や支援の利用状況などについて調査を実施したところであるが、分析等を含めた最終報告書の完成までに時間を要することか

ら、速報値について8月23日の厚生委員会に報告するもの。

・平成29年8月　   第1回障害者支援・児童育成合同部会

　　　　　　　    厚生委員会へアンケート中間報告

　　　　　　　    市民及び関係団体との意見交換会

・平成29年11月    第2回障害者支援・児童育成合同部会

・平成29年12月 　 第3回障害者支援・児童育成合同部会

・平成30年1～2月　原案作成、パブリックコメント実施

・平成30年2月　　 第4回障害者支援・児童育成合同部会

　　　　　　　　　計画策定

　※この間、適宜、所管委員会等で報告を行う。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　調査の目的

　障害のある人が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう、障害福祉サービス及び相談支援、並びに地域生活支

援事業などが計画的に提供されるよう、必要なサービスの提供体制を確保するための方策を定めた第五期帯広市障害福祉計画

及び、障害児通所支援事業の充実や支援体制の整備など、障害児に対するサービス提供体制の構築を図るための方策を定め

た第一期帯広市障害児福祉計画の策定にあたり、基礎的な資料とすることを目的に調査を実施した。

２　調査の概要

（１）調査期間   　　平成29年5月29日（月）～平成29年6月30日（金）

（２）調査対象   　　市内に居住する障害のある人　1,050人

【送付先別の内訳】

　第一期から調査を継続している団体、事業所423人（継続分）及び障害者手帳所持者の中からの無作為抽出者627人

【障害等種別の内訳】

　身体障害638人（61％、うち児童24人）、知的障害155人（15％、うち児童55人）、精神障害228人（21％、うち児童8人）、重複障害

19人（2％、うち児童19人）難病患者10人（1％、うち児童0人）

３　回収結果

（１）有効回収数 468件　　　　　（２）回収率 44.6％

４　回答者の基本情報

（１）年齢構成　　　　　（２）性別　　　　　（３）障害等種別の構成　　　　　（４）サービス利用者　　　　　（５）居住形態

５　調査結果の概要

　サービスの利用状況、生活の状況、今後の生活の考え方、障害児を対象とした療育や支援の利用状況などを調査項目とし、国

の基本指針の目標に関係する項目を中心に掲載した。


